
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
お
け
る
機
構
集
積
協
⼒
⾦
「農
地
整
備
・集
約
協
⼒
⾦
」の
活
⽤

○
基

盤
整

備
が

進
ん

だ
地

域
に

は
、

未
整

備
な

農
地

が
存

在
し

て
い

る
場

合
も

あ
り

、
こ

れ
ら

の
農

地
は

、
例

え
ば

、
高

齢
化

等
に

よ
り

農
業

者
が

リ
タ

イ
ア

し
た

場
合

に
は

、
未

整
備

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

担
い

手
が

引
き

受
け

ら
れ

ず
、

結
果

と
し

て
、

耕
作

放
棄
地
と
な
っ
て
、
鳥
獣
被
害
の
発
生
源
と
な
る
等
、
周
辺
の
担
い
手
の
経
営
環

境
に
も
負
の
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
高
い
。

○
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
未
整
備
農
地
は
、
周
辺
の
担
い
手
に
集
約
し
や
す
い
立

地
条
件
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
農
地
を
対
象

に
基
盤
整
備
を
行
い
、
担
い
手
に
集
約
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
農
業
生
産
性
は
一

層
向
上
す
る
。

○
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
農
地
を
対
象
と
し
た
基
盤
整
備
と
担
い
手
へ
の
農
地
の

集
約
を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
3
1
年
度
予
算
に

お
い
て
、
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
に
お
い
て
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に

お
け
る
農
業
者
の
費
用
負
担
の
軽
減
に
充
当
す

る
た
め
の
「
農
地
整
備
・
集
約
協
力
金
」
を
創
設
し
た
。
農
地
耕
作
条
件
改
善
事

業
に
お
い
て
、
本
協
力
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

担
い
手
へ
の
農
地
集
約
率
に
応
じ
て
、
最
大
で
農
業
者
の
負
担
な
く
基
盤
整
備
を

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
。

目
標
年
度
に
お
け
る

担
い
手
の
農
地
集
約
率

１
０
０
％

１
２
．
５
％

９
０
％
以
上

８
．
５
％

８
０
％
以
上

５
．
０
％

1
.
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
の

事
業

対
象

農
地

は
、

基
盤

整
備

済
み

地
区

に
内

在
ま

た
は

隣
接

し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
域
内
で
合
計
1
0
h
a
（
中
山
間
：
5
h
a
）
未
満
で
あ
る
こ
と

2
.
対

象
農

地
の

す
べ

て
に

つ
い

て
、

目
標

年
度

ま
で

に
担

い
手

に
集

積
さ

れ
、

か
つ

農
地

中
間

管
理
権
が
協
力
金
の
申
請
日
か
ら
1
5
年
以
上
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

3
.
対

象
農

地
を

含
む

地
域

に
お

い
て

、
農

地
を

次
世

代
に

つ
な

ぐ
た

め
の

「
次

世
代

農
業

発
展

計
画

」
が

都
道

府
県

に
よ

っ
て

策
定

さ
れ

て
い

て
、

か
つ

人
・

農
地

プ
ラ

ン
の

見
直

し
（

実
質
化
）
を
行
う
こ
と

【
農
地
整
備
・
集
約
協
力
金
】

⽬
標
年
度
に
お
け
る
担
い
⼿
の
農
地
集
約
率
（
事

業
対
象
農
地
に
占
め
る
、担

い
⼿
に
集
約
した
⾯
積
）

に
応
じて
、農

業
者
の
事
業
費
負
担
の
軽
減
を
⽬
的
と

して
交
付
す
る
。

○
担
い
⼿
の
農
地
集
約
率

=
事
業
対
象
農
地
⾯
積

担
い
⼿
に
集
約
した
事
業
対
象
農
地
⾯
積

【
協
力
金
の
主
な
交
付
要
件
】

※
機
構
集
積
協
⼒
⾦
交
付
事
業
に
お
い
て
措
置

※
平
成
3
5
年
度
ま
で
の
時
限
措
置

事
業

対
象
農
地

中
間

管
理

権
が

設
定
さ

れ
担

い
手
に

集
約

さ
れ
る

整
備
済
み
地
区

【
イ
メ
ー
ジ
】

【
協
力
金
の
交
付
対
象
事
業
】

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
う
ち
交
付
要
件
を
満
た
す
地
区

事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
町
村
、
農
地
中
間
管
理
機
構
、
土
地
改
良
区
等

交
付
率

（
整
備
費
に
対
す
る
割
合
）

※
下
線
部
は
、
Ｒ
２
年
度
拡
充
内

容
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た
め
池
の
保
全
・避
難
対
策

機
動
的
な
防
災
減
災
対
策

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
き
め
細
や
か
な
⻑
寿
命
化
対
策

○
機
能
診
断
・機
能
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
補
修
や
更
新

、分
⽔

ゲ
ー

トの
⾃

動
化

、パ
イプ

ラ
イン

化
、⽔

管
理

の
Ｉ

Ｃ
Ｔ

化
、⾃

動
給

⽔
栓

の
導

⼊
な

どに
よ

る
⽔

管
理

・維
持

管
理

の
省

⼒
化

を
⽀

援
しま

す
。

○
ハ

ー
ド対

策
を

⾏
うた

め
の

、機
能

診
断

・機
能

保
全

計
画

の
策

定
等

を
⽀

援
しま

す
。

２
．
機
動
的
な
防
災
減
災
対
策

○
災
害
の
未
然
防
⽌
に
必
要
な
施
設
整
備

、リ
ス

ク管
理

の
た

め
の

観
測

機
器

の
設

置
、た
め

池
の
統
廃
合

等
、防

災
減

災
に

資
す

る
対

策
を

⽀
援

しま
す
（
た
め
池
に
設
置
す
る
観
測
機

器
の
設
置
は
令
和
２
年
度
ま
で
定
額
、た
め
池
の
統
廃
合
は
定
額
）

。
○

ハ
ー

ド対
策

を
⾏

うた
め

の
、耐

震
性

点
検

・調
査

等
を

⽀
援

しま
す

。
○

浄
化

槽
法

の
改

正
を

踏
ま

え
、特

定
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
を
廃
⽌
し
農
業
集
落
排
⽔
へ

接
続
す
る
場
合
、当

該
単
独
処
理
浄
化
槽
の
転
換
に
必
要
な
経
費
を
⽀
援

しま
す
（
令
和

４
年
度
ま
で
）

。
３
．
た
め
池
の
保
全
・避
難
対
策

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ップ
の
作
成

、監
視

・管
理

に
必

要
な

研
修

の
開

催
、都

道
府
県
等
を
単
位
とし

て
⾏
うパ
ト
ロ
ー
ル
な
ど監

視
・保
全
管
理
に
資
す
る
活
動
等
を
⽀
援

しま
す
（
令
和
2年

度
ま

で
定
額
）

。

＜
事
業
の
流
れ
＞

農
業
⽔
路
等
⻑
寿
命
化
・防
災
減
災
事
業

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト＞

農
業

の
持

続
的

な
発

展
を

後
押

しす
る

た
め

、農
業

⽣
産

活
動

の
基

盤
とな

る
農
業
⽔
利
施
設
の
機
能
の
安
定
的
な
発
揮

に
必

要
な
機
動
的
か
つ
効
率
的
な
⻑
寿
命
化
対
策
及

び
防
災
減
災
対
策

を
、早

期
に

効
果

が
発

現
す

る
地

区
を

対
象

に
き

め
細

か
く推

進
す

る
とと

も
に

、効
果
を
最
⼤
限
に
発
揮
す
る
た
め
の
取
組

を
⽀

援
しま

す
。

＜
政
策
⽬
標
＞

○
施

設
機

能
が

安
定

して
い

る
基

幹
的

農
業

⽔
利

施
設

の
割

合
約

５
割

以
上

［
令

和
2年

度
ま

で
］

○
ハ

ザ
ー

ドマ
ップ

等
ソ

フト
対

策
を

実
施

した
防

災
重

点
た

め
池

の
割

合
10

割
［

令
和

2年
度

ま
で

］ ［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

村
振

興
局

⽔
資

源
課

（
03

-3
50

2-
62

46
）

農
村

振
興

局
防

災
課

（
03

-6
74

4-
22

10
）

農
村

振
興

局
地

域
整

備
課

（
03

-6
74

4-
22

09
）

【実
施
要
件
】

１
、２

の
対

策
︓

総
事

業
費

20
0万

円
以

上
、受

益
者

数
２

者
以

上
、

⼯
事

期
間

３
年

（
た
め
池
の
場
合
は
５
年
以
内

）
以

内
等

漏
⽔

防
⽌

の
た

め
の

整
備

⾃
動

給
⽔

栓
の

導
⼊

⽼
朽

化
した

施
設

の
機

能
診

断

た
め

池
の

統
廃

合

き
め
細
や
か
な
⻑
寿
命
化
対
策

【実
施
区
域
】

農
振

農
⽤

地
、⽣

産
緑

地
等

国
市

町
村

等
都

道
府

県

都
道

府
県

1/
2 

、定
額

等

洪
⽔
を
安
全
に
流
下

堤
体
を
開
削

【令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

25
,8
13
（
20
,8
13
）
百
万
円
】

1/
2 

、定
額

等

※
事

業
実

施
年

度
で

の
採

択
申

請
が

可
能

（
複

数
回

受
付

）

た
め

池
の

現
地

パ
トロ

ー
ル

※
下

線
部

は
拡

充
内

容

た
め

池
の

整
備
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農
家
負
担
⾦
軽
減
⽀
援
対
策
事
業

【令
和
２
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1,
93
9（

4,
04
4）

百
万
円
】

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（
03
－
35
02
－
62
77
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
⽔
⽥
・畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
等
⽀
援
事
業

○
担
い
⼿
農
地
利
⽤
集
積
率
の
⼀
定
以
上
の
増
加
が
確
実
と⾒

込
ま
れ
る
⼟
地
改
良
区
等

に
対
して
、農

家
負
担
⾦
の
５
/６
を
限
度
に
無
利
⼦
貸
付
を
⾏
い
ま
す
。

２
．
災
害
被
災
地
域
⼟
地
改
良
負
担
⾦
償
還
助
成
事
業

○
⼀
定
規
模
以
上
被
災
した
農
⽤
地
⼜
は
⼟
地
改
良
施
設
等
の
受
益
地
に
係
る
営
農
再
開

ま
で
の
負
担
⾦
の
償
還
利
⼦
相
当
額
を
⼟
地
改
良
区
等
に
対
して
助
成
しま
す
。

３
．
農
地
有
効
利
⽤
推
進
⽀
援
事
業

○
担
い
⼿
へ
の
農
地
利
⽤
集
積
率
が
向
上
す
る
こと
が
⾒
込
ま
れ
る
地
区
に
対
して
、以

下
の

⽀
援
を
⾏
い
ま
す
。

①
農
家
負
担
⾦
の
償
還
利
⼦
相
当
額
の
５
/６
を
限
度
に
⼟
地
改
良
区
等
に
対
して
助
成

しま
す
。

②
農
地
の
⻑
期
間
の
賃
貸
借
契
約
締
結
に
伴
い
、⼟

地
改
良
事
業
償
還
⾦
等
債
務
の
あ
る

農
地
の
出
し⼿

に
対
す
る
賃
料
の
⼀
括
前
払
い
に
必
要
な
借
⼊
資
⾦
に
か
か
る
償
還
利
⼦

相
当
額
を
農
地
中
間
管
理
機
構
等
に
対
し
て
助
成
しま
す
。

国
実
施
主
体

（
公
募
）

⼟
地
改
良
区

等
償
還

＜
事
業
の
流
れ
＞ 定
額

利
⼦
助
成
・

無
利
⼦
貸
付

①
【事
業
費
助
成
型
】
対
象
︓
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
実
施
地
区

②
【⼀
括
前
払
助
成
型
】
対
象
︓
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
実
施
地
区

○
農
地
の
賃
貸
借
契
約
（
10
年
間
以
上
）
締
結
に
伴
い
、

農
地
の
出
し⼿

に
対
す
る
賃
料
の
⼀
括
前
払
い
に
必
要
な

資
⾦
の
借
⼊

○
受
け
⼿
か
らの
賃
料
収
⼊
を
基
に
、⼀

括
前
払
⾦
に
係
る

借
⼊
⾦
の
償
還

⾦
融
機
関

（
⼀
括
前
払
⾦
へ

融
資
）

借
⼊

農
地
中
間
管
理
機
構
等

・賃
料
の
⼀
括
前
払
い
に

係
る
償
還
利
⼦
相
当
額

を
助
成

⾦
融
機
関

（
事
業
費
負
担

へ
融
資
）

借
⼊

償
還

○
事
業
の
農
家
負
担
⾦
の
⽀
払

い
に
必
要
な
資
⾦
の
借
⼊

○
借
⼊
⾦
の
償
還

⼟
地
改
良
区
等

・償
還
利
⼦
相
当
額
の
５
/６

を
限
度
に
助
成

実
施
主
体

（
公
募
）

実
施
主
体

（
公
募
）

・農
家
負
担
⾦
の
５
/６

を
限
度
に
無
利
⼦
貸
付

○
事
業
の
農
家
負
担
⾦

の
⽀
払
い

⼟
地
改
良
区
等

⼟
地
改
良
区
等

○
事
業
の
農
家
負
担
⾦
の

⽀
払
い
に
必
要
な
資
⾦

の
借
⼊

○
借
⼊
⾦
の
償
還

・償
還
利
⼦
相
当
額

を
助
成
（
被
災
年

度
か
ら上

限
3年

）

農
地
有
効
利
⽤
推
進
⽀
援
事
業

⽔
⽥
・畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
等
⽀
援
事
業

災
害
被
災
地
域
⼟
地
改
良
負
担
⾦
償
還
助
成
事
業

実
施
主
体

（
公
募
）

実
施
主
体

（
公
募
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト＞

⼟
地
改
良
事
業
等
の
農
家
負
担
⾦
の
無
利
⼦
貸
付
等
を
⾏
うこ
とに
よ
り、
農
家
負
担
⾦
の
軽
減
を
図
り、
農
⽤
地
の
利
⽤
集
積
等
を
促
進
しま
す
。

＜
政
策
⽬
標
＞

担
い
⼿
が
利
⽤
す
る
⾯
積
が
全
農
地
⾯
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進

［
令
和
5年

度
ま
で
］
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⽇
本

型
直

接
⽀

払
【令

和
２

年
度

予
算

概
算

決
定

額
77

,2
03

（
77

,1
94

＊
）

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

農
業

・農
村

の
多

⾯
的

機
能

の
維

持
・発

揮
を

図
る

た
め

、地
域

の
共

同
活

動
、中

⼭
間

地
域

等
に

お
け

る
農

業
⽣

産
活

動
、⾃

然
環

境
の

保
全

に
資

す
る

農
業

⽣
産

活
動

を
⽀

援
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

地
域

の
共

同
活

動
、中

⼭
間

地
域

等
に

お
け

る
農

業
⽣

産
活

動
、⾃

然
環

境
の

保
全

に
資

す
る

農
業

⽣
産

活
動

に
よ

る
農

業
・農

村
の

多
⾯

的
機

能
の

維
持

・発
揮

に
向

け
た

取
組

の
着

実
な

推
進

＜
事

業
の

全
体

像
＞

農
地

維
持

⽀
払

資
源

向
上

⽀
払

多
⾯

的
機

能
を

⽀
え

る
共

同
活

動
を

⽀
援

※
担

い
⼿

に
集

中
す

る
⽔

路
・農

道
等

の
管

理
を

地
域

で
⽀

え
、規

模
拡

⼤
を

後
押

し

地
域

資
源

（
農

地
、⽔

路
、農

道
等

）
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同
活

動
を

⽀
援 ⽀
援

対
象

•
農

地
法

⾯
の

草
刈

り、
⽔

路
の

泥
上

げ
、農

道
の

路
⾯

維
持

等
の

基
礎

的
保

全
活

動
•

農
村

の
構

造
変

化
に

対
応

した
体

制
の

拡
充

・強
化

、
地

域
資

源
の

保
全

管
理

に
関

す
る

構
想

の
策

定
等

⽀
援

対
象

•
⽔

路
、農

道
、た

め
池

の
軽

微
な

補
修

•
植

栽
に

よ
る

景
観

形
成

や
⽣

態
系

保
全

な
どの

農
村

環
境

保
全

活
動

•
施

設
の

⻑
寿

命
化

の
た

め
の

活
動

等

中
⼭

間
地

域
等

直
接

⽀
払

26
,1

00
（

26
,0

91
* ）

百
万

円

中
⼭

間
地

域
等

に
お

い
て

、農
業

⽣
産

条
件

の
不

利
を

補
正

す
る

こと
に

よ
り、

将
来

に
向

け
て

農
業

⽣
産

活
動

を
維

持
す

る
た

め
の

活
動

を
⽀

援

環
境

保
全

型
農

業
直

接
⽀

払
2,

45
1（

2,
45

1）
百

万
円

⾃
然

環
境

の
保

全
に

資
す

る
農

業
⽣

産
活

動
の

実
施

に
伴

う追
加

的
コス

ト
を

⽀
援

農
地

法
⾯

の
草

刈
り

⽔
路

の
泥

上
げ

水
路
の
ひ
び
割
れ
補
修

中
⼭

間
地

域
（

⼭
⼝

県
⻑

⾨
市

）

植
栽
活
動

多
⾯

的
機

能
⽀

払
48

,6
52

 （
48

,6
52

）
百

万
円

カバ
ー

クロ
ップ

有
機

農
業

堆
肥

の
施

⽤

○
農

業
・農

村
は

、国
⼟

保
全

等
の

多
⾯

的
機

能
を

有
し

て
お

り、
そ

の
利

益
は

広
く国

⺠
全

体
が

享
受

して
い

ま
す

が
、近

年
、農

村
地

域
の

⾼
齢

化
、⼈

⼝
減

少
等

に
よ

り、
地

域
の

共
同

活
動

等
に

よ
って

⽀
え

られ
て

い
る

多
⾯

的
機

能
の

発
揮

に
⽀

障
が

⽣
じつ

つ
あ

りま
す

。ま
た

、地
域

の
共

同
活

動
の

困
難

化
に

伴
い

、担
い

⼿
へ

の
⽔

路
、農

道
等

の
地

域
資

源
の

維
持

管
理

の
負

担
が

増
⼤

し、
担

い
⼿

に
よ

る
規

模
拡

⼤
が

阻
害

さ
れ

る
こと

が
懸

念
され

る
状

況
に

あ
りま

す
。

○
この

た
め

、｢
農

業
の

有
す

る
多

⾯
的

機
能

の
発

揮
の

促
進

に
関

す
る

法
律

｣に
基

づ
き

、農
業

・農
村

の
多

⾯
的

機
能

の
発

揮
の

た
め

の
地

域
活

動
や

営
農

の
継

続
等

に
対

して
⽀

援
を

⾏
い

、多
⾯

的
機

能
が

今
後

とも
適

切
に

発
揮

さ
れ

る
よ

うに
す

る
とと

も
に

、担
い

⼿
の

育
成

等
構

造
改

⾰
を

後
押

し
して

い
く必

要
が

あ
りま

す
。

＊
令

和
元

年
度

予
算

は
中

⼭
間

地
農

業
ル

ネ
ッサ

ンス
推

進
事

業
分

(2
52

百
万

円
)を

除
い

た
額

54



＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
多

⾯
的

機
能

⽀
払

交
付

⾦
47

,0
50

（
47

,0
50

）
百

万
円

①
農

地
維

持
⽀

払
地

域
資

源
の

基
礎

的
保

全
活

動
等

の
多

⾯
的

機
能

を
⽀

え
る

共
同

活
動

を
⽀

援
しま

す
。

②
資

源
向

上
⽀

払
地

域
資

源
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同
活

動
、施

設
の

⻑
寿

命
化

の
た

め
の

活
動

を
⽀

援
しま

す
。

２
．

多
⾯

的
機

能
⽀

払
推

進
交

付
⾦

1,
60

2（
1,

60
2）

百
万

円
○

都
道

府
県

、市
町

村
等

に
よ

る
事

業
の

推
進

を
⽀

援
しま

す
。

⽇
本

型
直

接
⽀

払
の

うち
多

⾯
的

機
能

⽀
払

交
付

⾦
【令

和
２

年
度

予
算

概
算

決
定

額
48

,6
52

（
48

,6
52

）
百

万
円

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

地
域

共
同

で
⾏

う、
多

⾯
的

機
能

を
⽀

え
る

活
動

や
、地

域
資

源
（

農
地

、⽔
路

、農
道

等
）

の
質

的
向

上
を

図
る

活
動

を
⽀

援
しま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

○
農

地
・農

業
⽤

⽔
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
へ

の
多

様
な

⼈
材

の
参

画
率

を
４

割
以

上
に

向
上

［
令

和
２

年
度

ま
で

］
○

農
地

・農
業

⽤
⽔

等
の

保
全

管
理

に
係

る
地

域
の

共
同

活
動

に
よ

り広
域

的
に

保
全

管
理

され
る

農
地

⾯
積

の
割

合
を

５
割

以
上

に
向

上
［

令
和

２
年

度
ま

で
］

実
施

主
体

︓
農

業
者

等
で

構
成

され
る

組
織

（
➊

及
び

❸
は

農
業

者
の

み
で

構
成

す
る

組
織

で
も

取
組

可
能

）
対

象
農

⽤
地

︓
農

振
農

⽤
地

及
び

多
⾯

的
機

能
の

発
揮

の
観

点
か

ら都
道

府
県

知
事

が
定

め
る

農
⽤

地

農
地

維
持

⽀
払

・農
地

法
⾯

の
草

刈
り、

⽔
路

の
泥

上
げ

、農
道

の
路

⾯
維

持
等 ・農

村
の

構
造

変
化

に
対

応
した

体
制

の
拡

充
・強

化
、地

域
資

源
の

保
全

管
理

に
関

す
る

構
想

の
策

定
等

資
源

向
上

⽀
払

・⽔
路

、農
道

、た
め

池
の

軽
微

な
補

修
、植

栽
に

よ
る

景
観

形
成

や
⽣

態
系

保
全

な
どの

農
村

環
境

保
全

活
動

等
・⽼

朽
化

が
進

む
⽔

路
、農

道
な

どの
⻑

寿
命

化
の

た
め

の
補

修
等

⽔
路

の
泥

上
げ

農
地

法
⾯

の
草

刈
り

農
道

の
路

⾯
維

持
⽔

路
の

ひ
び

割
れ

補
修

農
道

の
窪

み
の

補
修

植
栽

活
動

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

村
振

興
局

農
地

資
源

課
（

03
-6

74
4-

21
97

）

項
⽬

都
府

県
北

海
道

多
⾯

的
機

能
の

更
な

る
増

進
に

向
け

た
活

動
へ

の
⽀

援

多
⾯

的
機

能
の

増
進

を
図

る
活

動
の

取
組

数
を

新
た

に
１

つ
以

上
増

加
させ

る
場

合
等

（
加

算
対

象
活

動
に

「や
す

らぎ
・福

祉
及

び
教

育
機

能
の

活
⽤

」を
追

加
）

※
「防

災
・減

災
⼒

の
強

化
」の

中
で

「災
害

時
に

お
け

る
応

急
体

制
の

整
備

」も
対

応
可

⽥
40

0
32

0
畑

24
0

80
草

地
40

20

農
村

協
働

⼒
の

深
化

に
向

け
た

活
動

へ
の

⽀
援

上
記

の
⽀

援
を

受
け

た
上

で
、構

成
員

の
うち

⾮
農

業
者

等
が

４
割

以
上

を
占

め
、か

つ
実

践
活

動
に

構
成

員
の

８
割

（
役

員
に

⼥
性

が
2名

以
上

参
画

して
い

る
場

合
は

６
割

）
以

上
が

毎
年

度
参

加
す

る
場

合

⽥
40

0
32

0
畑

24
0

80
草

地
40

20

⼩
規

模
集

落
⽀

援
既

存
活

動
組

織
が

、地
域

資
源

の
保

全
管

理
が

困
難

な
⼩

規
模

集
落

を
取

り込
み

、集
落

間
連

携
に

よ
り保

全
管

理
を

⾏
う取

組
を

⽀
援

⽥
1,

00
0

70
0

畑
60

0
30

0
草

地
80

40

交
付

単
価

（
円

/1
0a

）

［
５

年
間

以
上

実
施

した
地

区
は

、➋
に

75
％

単
価

を
適

⽤
］

※
１

︓
➋

、❸
の

資
源

向
上

⽀
払

は
、➊

の
農

地
維

持
⽀

払
と併

せ
て

取
り組

む
こと

が
必

要
※

２
︓

➊
､➋

と併
せ

て
❸

の
⻑

寿
命

化
に

取
り組

む
場

合
は

､➋
に

75
％

単
価

を
適

⽤
※

３
︓

❸
の

⻑
寿

命
化

に
お

い
て

、直
営

施
⼯

を
⾏

わ
な

い
等

の
場

合
は

、5
/6

単
価

を
適

⽤

【加
算

措
置

】
（

円
/1

0a
）

項
⽬

都
府

県
北

海
道

交
付

⾦
（

定
額

）

広
域

化
した

活
動

組
織

へ
の

⽀
援

広
域

活
動

組
織

の
⾯

積
規

模
等

に
応

じ
た

交
付

額

３
集

落
以

上
ま

た
は

50
ha

以
上

３
集

落
以

上
ま

た
は

1,
50

0h
a以

上
４

万
円

/年
・組

織
20

0h
a以

上
3,

00
0h

a以
上

８
万

円
/年

・組
織

1,
00

0h
a以

上
15

,0
00

ha
以

上
16

万
円

/年
・組

織
定

額
市

町
村

都
道

府
県

定
額

定
額

農
業

者
等

＜
事

業
の

流
れ

＞

国

都
府

県
北

海
道

❶
農

地
維

持
⽀

払
❷

資
源

向
上

⽀
払

(共
同

)
❸

資
源

向
上

⽀
払

(⻑
寿

命
化

)
❶

農
地

維
持

⽀
払

❷
資

源
向

上
⽀

払
(共

同
)

❸
資

源
向

上
⽀

払
(⻑

寿
命

化
)

⽥
3,

00
0

2,
40

0
4,

40
0

2,
30

0
1,

92
0

3,
40

0
畑

2,
00

0
1,

44
0

2,
00

0
1,

00
0

48
0

60
0

草
地

25
0

24
0

40
0

13
0

12
0

40
0

※
1,

2,
3

※
1,

2,
3

※
1

※
1

※
下

線
部

は
拡

充
内

容

55



［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

村
振

興
局

地
域

振
興

課
（

03
-3

50
1-

83
59

）

＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
中

⼭
間

地
域

等
直

接
⽀

払
交

付
⾦

25
,9

00
（

25
,8

90
）

百
万

円
○

第
５

期
対

策
で

は
、対

象
地

域
に

棚
⽥

地
域

振
興

法
の

指
定

棚
⽥

地
域

（
保

全
を

図
る

棚
⽥

等
に

限
る

）
を

追
加

し、
以

下
の

⾒
直

しを
実

施
しま

す
。

①
６

〜
10

年
後

を
⾒

据
え

た
集

落
の

将
来

像
の

明
確

化
を

促
進

す
る

た
め

、体
制

整
備

単
価

要
件

を
「集

落
戦

略
の

作
成

」に
⼀

本
化

②
農

業
⽣

産
活

動
の

継
続

に
向

け
た

前
向

き
な

取
組

へ
の

⽀
援

を
強

化
す

る
た

め
、集

落
協

定
の

広
域

化
や

集
落

機
能

の
強

化
、農

業
⽣

産
性

の
向

上
等

の
加

算
措

置
を

新
設

・拡
充

③
農

業
者

等
が

安
⼼

して
取

り組
め

る
よ

う交
付

⾦
返

還
措

置
の

⾒
直

し
等

２
．

中
⼭

間
地

域
等

直
接

⽀
払

推
進

交
付

⾦
20

0（
20

1*
）

百
万

円
○

制
度

の
適

正
か

つ
円

滑
な

実
施

に
向

け
た

都
道

府
県

、市
町

村
等

の
推

進
体

制
を

強
化

しま
す

。

⽇
本

型
直

接
⽀

払
の

うち
中

⼭
間

地
域

等
直

接
⽀

払
交

付
⾦

【令
和

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

26
,1

00
（

26
,0

91
*

）
百

万
円

】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

農
業

⽣
産

条
件

の
不

利
を

補
正

す
る

こと
に

よ
り、

将
来

に
向

け
て

農
業

⽣
産

活
動

を
維

持
す

る
た

め
の

活
動

を
⽀

援
す

る
とと

も
に

、第
５

期
対

策
（

令
和

２
〜

６
年

度
）

で
は

、
前

向
き

な
取

組
へ

の
⽀

援
を

強
化

しま
す

。
＜

政
策

⽬
標

＞
耕

作
放

棄
を

防
⽌

し、
中

⼭
間

地
域

等
の

農
⽤

地
7.

5万
ha

の
減

少
を

防
⽌

［
令

和
２

〜
６

年
度

ま
で

］

【対
象

地
域

】
中

⼭
間

地
域

等
（

地
域

振
興

９
法

等
指

定
地

域
及

び
知

事
が

定
め

る
特

認
地

域
）

【対
象

者
】

集
落

協
定

⼜
は

個
別

協
定

に
基

づ
き５

年
以

上
継

続
して

耕
作

を⾏
う農

業
者

等

1
0
m

0
.5
m

⽥
︓

急
傾

斜
（

傾
斜

︓
1/

20
）

21
,0

00
円

/1
0a

地
⽬

区
分

交
付

単
価

（
円

/1
0a

）

⽥
急

傾
斜

（
1/

20
〜

）
21

,0
00

緩
傾

斜
（

1/
10

0〜
）

8,
00

0

畑
急

傾
斜

（
15

度
〜

）
11

,5
00

緩
傾

斜
（

８
度

〜
）

3,
50

0

畑
︓

急
傾

斜
（

傾
斜

︓
15

度
）

11
,5

00
円

/1
0a

【加
算

措
置

】

①
農

業
⽣

産
活

動
等

を
継

続
す

る
た

め
の

活
動

（
耕

作
放

棄
の

発
⽣

防
⽌

、⽔
路

・農
道

の
管

理
活

動
等

）
②

農
業

⽣
産

活
動

等
の

体
制

整
備

の
た

め
の

取
組

（
集

落
戦

略
の

作
成

）

【集
落

協
定

等
に

基
づ

く活
動

】

2
.7
m

1
0
m

国
市

町
村

都
道

府
県

定
額

定
額

農
業

者
等

定
額

＜
事

業
の

流
れ

＞

＊
令

和
元

年
度

予
算

は
中

⼭
間

地
農

業
ル

ネ
ッサ

ンス
推

進
事

業
分

(2
52

百
万

円
)を

除
い

た
額

加
算

項
⽬

（
取

組
⽬

標
の

設
定

・達
成

が
必

要
）

10
a当

た
り単

価
棚

⽥
地

域
振

興
活

動
加

算
（

新
設

）
棚

⽥
地

域
振

興
法

に
基

づ
く認

定
棚

⽥
地

域
振

興
活

動
計

画
の

対
象

棚
⽥

等
（

⽥
1/

20
以

上
、畑

15
度

以
上

）
の

保
全

と地
域

の
振

興
を

⽀
援

〔超
急

傾
斜

農
地

保
全

管
理

加
算

、集
落

機
能

強
化

加
算

、⽣
産

性
向

上
加

算
との

重
複

は
不

可
〕

10
,0

00
円

（
⽥

・畑
）

超
急

傾
斜

農
地

保
全

管
理

加
算

（
継

続
）

超
急

傾
斜

農
地

（
⽥

1/
10

以
上

、畑
20

度
以

上
）

の
保

全
や

有
効

活
⽤

を
⽀

援

6,
00

0円
（

⽥
・畑

）

集
落

協
定

広
域

化
加

算
（

拡
充

）
【上

限
額

︓
20

0万
円

/年
】

広
域

で
集

落
協

定
を

締
結

し、
将

来
の

集
落

維
持

に
向

け
た

活
動

を
⽀

援

3,
00

0円
(地

⽬
に

か
か

わ
らず

)

集
落

機
能

強
化

加
算

（
新

設
）

【上
限

額
︓

20
0万

円
/年

】
新

た
な

⼈
材

の
確

保
、営

農
以

外
の

組
織

との
連

携
体

制
の

構
築

等
の

取
組

を
⽀

援
⽣

産
性

向
上

加
算

（
新

設
）

【上
限

額
︓

20
0万

円
/年

】
農

地
の

集
積

・集
約

や
所

得
向

上
、省

⼒
化

技
術

の
導

⼊
等

の
取

組
を

⽀
援

「農
業

⽣
産

活
動

等
を

継
続

す
る

た
め

の
活

動
」の

み
を

⾏
う場

合
は

交
付

単
価

の
８

割
（

基
礎

単
価

）、
これ

に
加

え
て

「集
落

戦
略

の
作

成
」を

⾏
う場

合
は

交
付

単
価

の
10

割
を

交
付

（
体

制
整

備
単

価
）

【主
な

交
付

単
価

】

※
下

線
部

は
拡

充
内

容
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＜
事

業
の

内
容

＞
＜

事
業

イ
メ

ー
ジ

＞
１

．
環

境
保

全
型

農
業

直
接

⽀
払

交
付

⾦
2,

36
0（

2,
36

0）
百

万
円

①
対

象
者

︓
農

業
者

の
組

織
す

る
団

体
、⼀

定
の

条
件

を
満

た
す

農
業

者
等

②
⽀

援
の

対
象

とな
る

農
業

者
の

要
件

ア
主

作
物

に
つ

い
て

販
売

す
る

こと
を

⽬
的

に
⽣

産
を

⾏
って

い
る

こと
イ

国
際

⽔
準

GA
Pを

実
施

して
い

る
こと

ウ
環

境
保

全
型

農
業

の
取

組
を

広
げ

る
活

動
(技

術
向

上
や

理
解

促
進

に
係

る
活

動
等

)
に

取
り組

む
こと

③
⽀

援
対

象
活

動
○

化
学

肥
料

、化
学

合
成

農
薬

を
原

則
５

割
以

上
低

減
す

る
取

組
と合

わ
せ

て
⾏

う
地

球
温

暖
化

防
⽌

や
⽣

物
多

様
性

保
全

等
に

効
果

の
⾼

い
営

農
活

動

２
．

環
境

保
全

型
農

業
直

接
⽀

払
推

進
交

付
⾦

90
（

90
）

百
万

円
①

対
象

者
︓

地
⽅

公
共

団
体

等
②

⽀
援

内
容

︓
都

道
府

県
、市

町
村

等
に

よ
る

環
境

保
全

型
農

業
直

接
⽀

払
交

付
⾦

事
業

の
推

進
を

⽀
援

【令
和

２
年

度
予

算
概

算
決

定
額

2,
45

1（
2,

45
1）

百
万

円
】

＜
対

策
の

ポ
イ

ン
ト＞

農
業

の
持

続
的

な
発

展
と農

業
の

有
す

る
多

⾯
的

機
能

の
発

揮
を

図
る

た
め

に
､農

業
⽣

産
に

由
来

す
る

環
境

負
荷

を
軽

減
す

る
とと

も
に

、地
球

温
暖

化
防

⽌
や

⽣
物

多
様

性
保

全
等

に
効

果
の

⾼
い

農
業

⽣
産

活
動

を
⽀

援
しま

す
。第

２
期

対
策

（
令

和
２

年
度

）
か

ら、
⽀

援
対

象
取

組
や

取
組

⽔
準

等
を

⼀
部

⾒
直

し、
環

境
保

全
効

果
の

⾼
い

取
組

へ
の

重
点

化
を

図
りま

す
。

＜
政

策
⽬

標
＞

⼟
壌

炭
素

貯
留

量
の

増
加

へ
の

貢
献

、⽣
物

多
様

性
保

全
の

推
進

原
則

５
割

以
上

低
減

す
る

取
組

と合
わ

せ
て

⾏
う、

地
球

温
暖

化
防

⽌
の

効
果

が
⾼

い
取

組

国
際

⽔
準

の
有

機
農

業
を

実
施

して
い

る
こと

▶
全

国
共

通
取

組

▶
地

域
特

認
取

組

※
 指

導
や

研
修

に
基

づ
く取

組
の

実
践

で
す

。
認

証
取

得
を

求
め

る
も

の
で

は
あ

りま
せ

ん
。

⽀ 援 対 象 と な る 取 組
地

域
の

環
境

や
農

業
の

実
態

等
を勘

案
した

上
で

、都
道

府
県

が
申

請
を

⾏
い

、地
域

を限
定

して
⽀

援
の

対
象

とす
る

取
組

✤

国
都

道
府

県
農

業
者

団
体

等

＜
事

業
の

流
れ

＞
環

境
保

全
型

農
業

直
接

⽀
払

交
付

⾦
環

境
保

全
型

農
業

直
接

⽀
払

推
進

交
付

⾦

定
額

定
額

定
額

市
町

村
等

定
額

定
額

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
⽣

産
局

農
業

環
境

対
策

課
（

03
-6

74
4-

04
99

）

交 付 単 価

カ
バ

ー
ク

ロ
ップ

堆
肥

の
施

⽤

有
機

農
業

リビ
ン

グ
マ

ル
チ

草
⽣

栽
培

他

全
国

共
通

取
組

交
付

単
価

（
円

/1
0a

）

有 機 農 業

そば
等

雑
穀

、飼
料

作
物

以
外

12
,0

00
円

この
うち

、炭
素

貯
留

効
果

の
⾼

い
有

機
農

業
を

実
施

す
る

場
合

注
）
に

限
り、

2,
00

0円
を

加
算

。
そば

等
雑

穀
、飼

料
作

物
3,

00
0円

堆
肥

の
施

⽤
4,

40
0円

カバ
ー

クロ
ップ

6,
00

0円
リビ

ング
マ

ル
チ

（
うち

、⼩
⻨

・⼤
⻨

等
）

5,
40

0円
(3

,2
00

円
)

草
⽣

栽
培

5,
00

0円

全
国

共
通

取
組

交
付

単
価

（
円

/1
0a

）
不

耕
起

播
種

3,
00

0円
⻑

期
中

⼲
し

80
0円

秋
耕

80
0円

配
分
に
当
た
って
は
、全

国
共
通
取
組
が
優
先
され
ま
す
。

本
制

度
は

、予
算

の
範

囲
内

で
交

付
⾦

を
交

付
す

る
仕

組
み

で
す

。申
請

額
の

全
国

合
計

が
予

算
額

を
上

回
った

場
合

、交
付

⾦
が

減
額

され
る

こと
が

あ
りま

す
。

✤

⽇
本

型
直

接
⽀

払
の

うち
環

境
保

全
型

農
業

直
接

⽀
払

交
付

⾦

地
域

特
認

取
組

交
付

単
価

は
、都

道
府

県
が

設
定

しま
す

。

※
 有

機
JA

S認
証

取
得

を
求

め
る

も
の

で
は

あ
りま

せ
ん

。

注
）
⼟
壌
分
析
を
実
施
す
る
とと
も
に
、堆

肥
の
施
⽤
、

カバ
ー
クロ
ップ
、リ
ビン
グ
マ
ル
チ
、草

⽣
栽
培
の
い
ず
れ
か
を

実
施
して
い
た
だ
き
ま
す
。

※
下

線
部

は
拡

充
内

容
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令
和

２
年

度
予

算
の

棚
田

地
域

振
興

法
関

連
事

項

○
令

和
元

年
８
月

に
施

行
さ
れ

た
「
棚

田
地

域
振

興
法

」
を
踏

ま
え
、
農

林
水

産
省

で
は

令
和

２
年

度
当

初
予

算
に
お
い
て
、
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
の

拡
充

な
ど
、
以

下
の

優
遇

措
置

を
実

施
。

２
．
中

山
間

地
農

業
ル

ネ
ッ
サ

ン
ス
事

業
の

拡
充

①
支

援
対

象
地

域
に
「
指

定
棚

田
地

域
」
を
追

加
⇒

ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
事

業
の

対
象

地
域

に
指

定
棚

田
地

域
を
追

加
し
、
支

援
事

業
の

優
先
採
択
、
優
遇
措
置
を
講
じ
る
。

②
「
指

定
棚

田
地

域
振

興
活

動
計

画
」
の

認
定

を
地

域
別

農
業

振
興

計
画

の
認

定
と
み

な
す

⇒
「
地

域
別

農
業

振
興

計
画

」
の

認
定

を
受

け
る
代

わ
り
に
、
棚

田
地

域
振

興
法

に
基

づ
く
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
」
の
認
定
を
受
け
た
場
合
も
対
象
と
す
る
。

③
棚

田
の

保
全

・
振

興
に
対

応
し
た
推

進
事

業
の

拡
充

⇒
棚
田
地
域
に
お
け
る
体
制
づ
く
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
計
画
策
定
等
の
棚
田
の

保
全
・
振
興
を
推
進
す
る
モ
デ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
。

１
．
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
の

拡
充

①
対

象
地

域
に
「
指

定
棚

田
地

域
」
を
追

加
⇒

現
行

の
８
法

に
、
棚

田
地

域
振

興
法

に
基

づ
く
指

定
棚

田
地

域
（
保

全
を
図

る
棚

田
等

に
限

る
）
を
支

援
対

象
地

域
に
追

加
。

②
「
棚

田
地

域
振

興
活

動
加

算
」
（
1
万

円
/
1
0
a）
の

新
設

⇒
棚
田
地
域
振

興
法
に
基
づ
く
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
の
対
象
棚
田
等
（
田

1
/
2
0
以

上
、
畑

1
5
度

以
上

）
に
対

し
、
取

組
目

標
の

設
定

・
達

成
を
要

件
と
し
て

1
0
,0
0
0
円

/1
0a
を
加

算
。

３
．
補

助
率

の
嵩

上
げ
・
要

件
緩

和

優
遇

措
置

対
象

事
業

補
助
率

嵩
上
げ

5
0
→

5
5
%

・
農

業
競

争
力

強
化

基
盤

整
備

事
業

・
農

村
地

域
防

災
減

災
事

業
・
農

山
漁

村
地

域
整

備
交

付
金

・
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
・
農

業
水

路
等

長
寿

命
化

・
防

災
減

災
事

業
・
鳥

獣
被

害
防

止
総

合
対

策
交

付
金

・
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
農

山
漁

村
活

性
化

整
備

対
策

）

4
/
1
0
,1
/3

→
1
/
2

・
強

い
農

業
・
担

い
手

づ
く
り
総

合
支

援
交

付
金

（
産

地
基

幹
施

設
等

支
援

タ
イ
プ
）

※
稲

の
育

苗
施

設
、
米

の
乾

燥
調

製
施

設
・
集

出
荷

貯
蔵

施
設

等

要
件
緩
和

（
面

積
要

件
等

）

・
強

い
農

業
・
担

い
手

づ
く
り
総

合
支

援
交

付
金

（
産

地
基

幹
施

設
等

支
援

タ
イ
プ
）

・
農

業
競

争
力

強
化

基
盤

整
備

事
業

・
農

村
地

域
防

災
減

災
事

業
・
農

山
漁

村
地

域
整

備
交

付
金

⇒
各
事
業
に
お
け
る
補
助
率
嵩
上
げ
や
要
件
緩
和
措
置
の
対
象
と
し
て
い
る
条
件
不

利
地

域
に
棚

田
地

域
振

興
法

に
基

づ
く
「
指

定
棚

田
地

域
」
を
追

加
。

４
．
そ
の

他
の

優
遇

措
置

②
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
農

山
漁

村
活

性
化

整
備

対
策

）
の

拡
充

⇒
認
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
に
基
づ
く
活
動
に
対
応
し
た
事
業
メ
ニ
ュ
ー
（
指
定

棚
田

地
域

保
全

整
備

）
を
創

設
。

①
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
地

域
活

性
化

対
策

）
の

拡
充

⇒
優

遇
措

置
（
上

限
助

成
額

に
つ
い
て
各

年
度

1
0
0
万

円
を
上

乗
せ

）
の

対
象

地
域

に
棚

田
地

域
振

興
法

に
基

づ
く
「
指

定
棚

田
地

域
」
を
追

加
。

（
参

考
）
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